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ダンスの指導過程に関する一考察
A Consideration on the Process of Dance Guidance 
布上恭子
Kyoko Nunogami 
Ii じ め
ダンス教材は， 指導要領にあ りながら授業が組まれていないなど，とかく問題の多い教
材である。芸術的要素が強い乙とで指導がむずかしいなどといわれるが，芸術性の強い図
画・ 工作 ・書道・音楽について指導されているに もかかわらず， ダンスにおいては全く 実施
していないところが多く， もし実施していてもフ ォークダンスのみに終っているなど，極
めて問題が多いということはど ういうことであろうか。言葉以前に動きによる表現が身近
かで容易であることは， 乳幼児の生活の中からもうかがえる。しかし，言葉や絵や音や文
字をもって自己表現することは，幼児の頃より指導を受け身近かであるが，動きで表現す
るという表現活動は経験のない子が多く ，この活動を経験する子としない子では大きな違
いがある といわれる。動きを通しての表現活動は，相手を認め仲間を大切にする心を育て
るので，小学校においてはクラス運営がうまくいき，よ くまとまり， 男女の仲がよく なり，
とても明るくなることも発表されている。また，教室であま り目立たない子が意外な表現
をし，他の子どもから認められ，そのこ とですっかり 明るく なるなど，動きの表現活動に
より心の解放が成され自己開発もできるという教材の もつ魅力を発見することができる。
しかし， ダンス教材はその特徴を十分把握し，目的を明確にとらえた上で系統的に指導
がすすめ られなければその効果は残されていかとfい。本学の学生について も， ダンスの経
験者が少なく，いきなり舞踊教材に入ると始めはなかなかとけ ζめない様子である。そう
いった点では，スポーツ種目のよう に運動のパタ ーンがないために特別な指導力が必要と
されるであろう。そこでダンスの特性を把握し，目的を明確にし， 舞踊指導過程の中から
問題を見出し，新指導要領の指導内容を検討しながら，今後のダンスおよび舞踊指導の方
向を見出すとともに， 小学校 ・中学校・高等学校における表現運動およびダンス授業の展
開を再検討したい。
Il 論 議
1. ダンス・ 舞踊の特性と目的
ダンスは，自己の感情 ・思想・ 経験などを動きをもって表出する表現活動であるといわ
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れる。体育教材においては， 領域が分け られそれぞれの種目について も教育の目指すと こ
ろの特性があるわけであるが，ダンスおよび舞踊の特性を文献の中からとり出してみると
中島氏によれば，
1. リズミカルな全身運動によってリズム感覚を高める乙と ができる。
2. 空間感を高めること ができ る。
3. 表現力・創作力を高めることができ る。
4. 社会的な性格を養う乙とができる。
5. 情操を豊かにすることができる。
6. レクリエーションの理解と参加の意義を知ることができる。 としており，また，
大学女子体育研究会によると，
1. 身体による表現活動である。
2. 創造力を養い， 情操を陶治する。
3. リズム感，空間惑を養う。
4. 社会的な性格をつく る。
5. レク リエーションとしての活動。 としている。
また， R・L ・マレイ氏によると，
1. ダンスは創造的，建設的な活動である。
2. 調和のとれた律動的なよい連続の運動である。
3. 表現的な身体をつくる。
4. ダンス体験の中にたのしみと満足を見出すために広く活用される。
5. 他の運動活動にない自己表現をする。
水谷氏によ ると，
1. 人聞が共通に持っている自己表現である。
2. 感情と素材が同一人の活動である。
3. 創造的・ 美的活動である。
4. リズミカルな活動である。
5. 協同創作活動である。 としてお り，小学校における リズム運動（表現とフォーク
ダンス）として，高橋氏によ ると，
1. 全身的な運動で身体が均斉に発達する。
2. 動作がリズミカルになり器用さを増す。
3. 感受性をたかめ情操を豊かにする。
4. 自分の思っていることを自由に表現することができるようになる。
5. 創作的な活動が活発となる。
6. 皆でくふうし協力して 1つのものを作りあげようとする態度が養える。
7. だれとでも仲よく遊ぶことができる。 としており，大学女子体育研究会による リ
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ズム運動の特性としては，
1. 表現能力を高めて生活に積極性と自信をもたせ，創造力や美的感情をそだてる。
2. 自己を十分に表現するとともに，他人をうけし、れる態度を養う。
3. 協力して表現をくふうし，作品をまとめ， それを うまく 発表できるようにする。
4. 自主・計画的に学習する態度を養う。
5. 楽しい遊びをくふうし，それを楽しむ能力や態度をそだて， 余暇をじようずにっか
う素地をつ くる。
6. リズム運動についての理解を高め 3 あわせて観照の楽しみを深め生活を豊かにする。
などをあげている。 舞踊についての特性は，松本氏によ ると，
1. 舞踊は身体による美の形成である。
2. 舞踊は新しい美的経験による自己形成である。
3. 舞踊は身体的 ・美的経験によって生活を高揚させるものである。 と述べられてお
り，邦氏によると， 「舞踊は人間の身体そのものをも含めた運動の芸術であり，静止をも
含めた運動芸術である。思想や感情を も含めての作家の美的価値判断ということもいえる。
従って舞踊は，身体運動による空間形成を通して美的価値判断を表わす芸術である。」と述
べている。渡辺氏によれば，
1. 舞踊は身体の運動によってなされる。しかも その運動は，美的な運動であり，豊富
な表現力を持った運動に精選されたも のである。
2. 舞踊は人聞の美的欲求を満足させると同時に，自己表現としての機会を提供する。
従って情緒の解放に役立つ。
3. 舞踊という芸術表現によって高められた人聞の美意識は，生活のいろいろの場から
つねに美しいものを発見していこうとする態度や力になる。
4. 舞踊は人聞の知的向上を反映する一つの芸術形式であり，創作活動を通して知性と
意志力を高める。
5. 一つの表現目標に向って群舞で踊ることは，よりよい表現をめざして運動の快感の
中lζ互が意識され，全体が意識され，その結果個人的能力の要求も 高まってくる。
このような構造の中の成員は， リーダーシップ，フォロ ーシップ，責任伝どの協力
性をもたねばならない。
6. レクリエーショナルなものを舞踊に求め，子ど もにも， 大人にも，だれにでも踊ら
れるべきである。 と述べており ，小・中 ・高校において行なわれる リズム運動や
ダンス教材についても， 更に専門的lζ芸術的にとらえた舞踊についても，その特性につい
ての共通点は，人聞の身体を素材とする表現活動であり ，リズ ミカルな美的創造的活動で，
その活動を通し情操を豊かにし陶治する。また， リズム感と身体を通しての空間感を養う
ことができ，身体を通しての自己表現を行なう ζ とで性格が明るくなり，グループでの作
品づくりを通し協力の態度が養われるなどがあげられる。自己をよく伝達できる能力は人
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閣のたいせつな基礎能力の一つで，全人的な表現力がそれを裏づけるものである。つねに
外界への調和と適応を生命とする舞踊の表現技術は，日常の自己伝達のための潜在的な力
として役立てられるべきであると渡辺氏が述べているが如く，舞踊を経験することにより ，
性格が明る くなったり情緒が安定する。人聞が生き甲斐を感んずるのは創造力の賜であり，
主体性と創造力を身体という素材をもって培かう乙 とのでき るダンス教材の特性を，し、か
に指導過程の中で生かしていくかという指導法について十分検討されねばならないのであ
る。
ダンス教材の目ざすところは体育の目標に向って貢献する ζ とであり， 体育の一領域と
してダンスが体育のどの部分を受けもっているかを明確にとらえねばな らない。ダンスは
スポーツの種目と異なり ，体育の目標lと向って芸術性を発揮していく 使命も あると考える。
体育の中のダンスの役割は，中島氏によると
1. 心身の調和的な発達lζ働きかけ，持久力や調整力などを高める。
2. 表現力・創造力や美しい情操を養い，生活をゆたかにする。
3. 協力・自主・責任などの社会性を養う。 としており，大学女子体育研究会では，
夕、ンス学習の目的を下記のようにのべている。
健康で均整のとれた，リズミ カJレな動きのできる体をつくる。
2. 表現力を養い，創造力を高めるとともに，美しい感情を養う。
3. ダンスについての理解を深め，美しい表現を見わけで，その生活をゆたかにする。
4. 同じ目的に向って協力し，計画して， 与えられた役割に対して各自の責任を果す。
5. 人間生活におけるレクリエーションの価値を理解し，気軽にレク リエーシ ョンに参
加し，余暇善用の素地与をつくる。 また，B・L・マレイ氏によると
1. 創造的・建設的な活動であり，表現的 ・美的な活動である。
2. 調和のとれた律動的なよい連続の上に形成された運動を経験させることができる。
3. 他の運動活動にはない自己表現をする。 などといわれ， 水谷氏によると
1. 身体の動きを美しく個性的にする。
2. リズム感を体得する。
3. 創造力を養い，美意識を高める。
4. 社会的態度を養う。
5. 生活を楽しく 豊かにする。 また，松本氏は舞踊を経験するこ とにより，
1. 律動のたのしみを知り， 活動感情を満足させる。
2. 美しい身体をつくり，身体意識を昇華させる。
3. 創造的自己表現を通し，自我の安定と自己拡充をはかる。
4. 集団創作を涌eし，夕、イナミックな人間交通を経験する。
5. 積極的な適応の手段を用い，レクリ エーションとしての活用ができる。
6. 鑑賞をたのしみ， 美意識を深めることができる。 など，人間形成lζ大きく 役立た
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せるべくあらためて考えねばなら 伝いとしている。 渡辺氏によ ると，教育としての舞踊の
目的は，舞踊の創造活動が子どもの個性lζ及ぼす思索的な影響である。指導の主な内容は，
子どもの表現欲求を培養し， 集中させて，運動を支配する原理のいくつかを理解させるこ
とになる。そして，運動の自然の出発を保存し，同時にこの自然性を学校卒業後も生かし
つづけ，大人の生活にまで持ちこむようにすることである。その結果， 人間活動の中に使
われる豊かな動きを観察し，感受して，人間活動lζ関するより広い視野lとめざめたことに
なる。舞踊における表現技術ト知性と創造的能力とを結びあわせるように努めるもので，
このことは教育において至高の重要性を持つものである。と述べ，教育における舞踊の重
要性を説いている。マンフォードの芸術観によると「現代人は技術主義の時代であ り，技
術が人聞を規格化，標準化，非人間化へとおしすすめつつある。人聞は主体的であ り，創
造的であり，自己表現的存在であらねばならなし、。ここに人間の回復を要求する。この人
間回復の創造的，自己表現活動がまさに芸術である。」と述べている。身体活動を通しての
表現活動は，失われた人間性回復のみならず，体力・運動不足といわれる現代人の生活を
芸術をとおして拡大することができ，まさしく一挙両得である。体育の目標に向ってダン
ス教材が成しうる使命は，体力面からは持久力に大きく 貢献し， 柔軟性や技術の追求lとよ
り身につく調整力など，この教材を通しでも多く培かわれ， 特に女子にと っては入りやす
い教材の一つであり，適切な運動でもあろう。
2. 舞踊の指導過程にみる問題点の追求
札幌市内の中学校に対し，小学校時代lζダンスをどの程度経験しているかを調査した。
小学校においては，同じ学校でも担任lとより行なわれていないこともあるようだ。数は少
ないが下記のような結果であった。それによると児童 ・生徒がダンスを好んでいるか否か
は表 lのとおりであり，必らずしもダンスを嫌らっているわけではない。
表1 中学一年生女子に対するアンケー ト結果
小学校ではダJスの授業はありました あ っ たなかった
か。 わからない
フォー クダンス
小学校のダ ノースはどんなものでした治、 表 現
リズム遊び
（重答）
民 踊
ゆ つ ぎ
lま し、
ダンスの授業はたのしかったですか。 いいえ
どちらでもない
す き
ダンスは好きか。 き ら し、
どちらでもない
従って，与え方によ り児
N= 233 童 ・生徒にと って大きな相
N 
194 
25 
14 
217 
31 
50 
6 
2 
72 
48 
113 
57 
65 
111 
'/o 
83. 3 
10. 7 
6 0 
93 1 
13. 3 
21. 5 
2. 6 
o. 9 
30. 9 
20. 6 
48. 5 
24. 5 
27. 9 
47. 7 
違が出るものと思われる。
とかくダンス教材は嫌らわ
れるという評価を受けてい
るがそうではない。本学の
養護教諭コ ースK，体操と
舞踊の選択必修があるが，
自由に選択させると 200名
中10数名にしかとよらず，抽
せんな どで選択させ均等に
分けている。従って，嫌ら
いな者がしかたなく舞踊を
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選択するというかたちになる。 1単位終了後アンケー卜をと り，舞踊が嫌らいであった者
がどのように変化したかを調べてみた。その ものの本質にふれることによりそのこ とを追
求してみることに興味をもつようである。
創作ダンスほどその成果が指導法に左右される教材もほかにないといわれるが，筆者の
指導過程において も，授業の段階では熱の入れ方lとより同じ指導の方法を とっても結果が
違って出る。 指導内容が異なれば当然作品をつくる段階や即興などの時に大きな差となっ
て出てくる。いつも見透しをもって臨機応変に指導内容を変えねばならない乙とを知って
おかねばならない。 何故ならば，まったく予想もしないことが起り，そのことがとてもよ
い方向に向う乙とが度々あるからである。計画と しては次の時聞にしようと思っていたの
が， 子ども の方からそのこと にあてはま るようなこ とが偶然出て来た りする。それは来週
しよ うとして ももう出てこないかもしれない。すぐにそれをとりあげその方向に進み，今
日やろうとしたことは案外必要がなかった りする ことも ある。 とにかく偶然性が強く，意
外性がゐ り，教師が画一的にわくにはまった計画どおりの指導ができないことが度々起り
うるのである。そのような点から考えても，指導者が本質をとらえ，どの方向どの角度か
ら本質にふれていくかをつかむ乙とができなければならない。従ってかなり専門的にふれ
ていないとよい指導は望めないのが実情である。中学 ・高校においては，芸術科目の音楽
や美術は専門の指導者が指導している。小学校においてはこの科目について不得手な教師
は大変苦労をする と聞いている。それと似たよう な事態がダンス教材にも表われるわけで
ある。しかしそれでば専門の指導者でなければ全く 指導できないのかといえば， そんな中
でも子どもたちは歌を覚え， 絵 も描く。しかも専門の指導者が指導したクラスより上手な
子が出たりもする。そう であればタンス も踊れるはずである。むずかしい，生徒がし、やが
るなどを理由に指導を手がけないということは，教育者としての責任にかかわることでは
ないのか。まったくふれたこ とのない男の指導者が指導をし，女生徒がとてもよい作品を
っくり生徒がよろこんでいるということも度々耳にする。とりくむにあたり一応の道すじ
と毎時間の指導過程は，他のスポーツ種目よりも多くの時聞をかける必要があり ，スポー
ツ指導に馴れている指導者にとってダンスの指導がかなり の負担になるであろうことは予
想される。音をあつめたり ，巾広い予想をした指導内容が必要であったりなど手間のかか
ることは事実である。そして， どの種目lともあることだがその年により生徒の質的な相違
もあり ，どの段階から入るかなども臨機応変に考えねばならない。その上，同じ指導内容
で授業をすすめても感情 ・思想が動きとなってあ らわれるので，指導者個人の人間性lとよ
り大きな違いが出てくることも多く経験するところから，教師の人間性があらわになる科
目であるこ とも手がけられない理由のーっかも しれない。思想 ・感情を動きにすることは，
スポーツにおいていくら身体訓練をしてもでき るものではなく， 体育の指導者だからでき
る体育の指導者にしかできないというものではない。ダンスは創造性と表現性を育てる も
のであり ，身体を駆使して自己を表現する活動である。全人としての人聞に， 全人的な活
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動をとおして働きかける舞踊の教育的意味を渡辺氏は「子どもの能力を目覚ますことの最
上の手段は表現させることである。舞踊は最も直接的に，しかも素朴なやり方で子どもに
表現の機会を提供する。舞踊の創作は，人間の身体と心が一体となってなされる全人的行
為であることが，他の教育の領域ではみられない独自のものである。身体のあり様が3 そ
の人の心や倫理の有り様を確かなものにすることはすでに知られている。また，身体は個
性の外面的な形態であり，外部の世界からの印象をうける自己の代表者であり，反面には
自己の内面的なものを他に伝える道具でもある。」と述べており ，舞踊体験が身体形成を伴
なうことも含めて意義あるとしている。指導法がむずかしいといわれるが， R・L・マ レ
イが， 「ダンス教師は自分自身も運動をたのしむべきである。しかし，教師は他の人々が
自由K，容易に，楽しみながら動けるように手助けをする行為に満足すべきである。教師
はダンサーのように訓練された肉体を持っていなくても良いし，子ども たちと同じように
できる能力さえも必要ない。しかし， 活発に創造的に動く 子ど もた ちの欲求について深い
思慮を持たねばならない。」と述べているように，指導者が必要なのは動きのテクニ ックで
はなく，表現的な動きをいかにして引き出すかが大切である。また R・L・マレイは，「教
師が体験してきた多くの訓練に関係なく ，もし精神的にも情緒的にも子どもたちの調子lと
あわせることができたらその教師は永続的K，活力lζ満ちた体験を子ど もたちにさせる こ
とができる。あまり訓練されなかった教師でも，想像的な冒険的な指導をするなら，子ど
もたちの欲求を満たす資源を追求し発見していくことはあまり難し くない。」としており，
まず手がけることにより子どもの方から指導者が学ぶことが多い。
専門になればなるほど，人生に対する哲学的信念までもが授業の中にあらわれてくると
ころをみる と一般的にはむずかしいといわれる要素も多分にダンス教材の中に存するのか
もしれない。しかし，本学では舞踊履修し終つての学生の感想にもみられるように，ダン
スを経験していないだけに印象深く残り，しかも身体訓練のみに終らずその人の感情や思
想が動きと共にあらわれることへの心理的な興味がわいてく るようで，大変勉強になった
とか更に深めたいというものが出てくる。特に体育コースのように肉体訓練に時聞をかけ
ている学生より ，普段あま り運動をしない養護コースの学生が頭の中でいろいろ考えたこ
とが動きになって自由に出て来たり，それら を美的に組み立てていくことのお もしろさを
知り追求したいという学生が多く ，また作品なども 内容のあるものが多く 出てくる。ダン
ス教材や舞踊に対する理解が，体育指導者lζ一番少ないと一般的にいわれるゆえんも，体
育コ ースと養護コースの学生を比較しでも感じ られる。また，音楽や美術関係，歌人，演
劇関係者などに舞踊を理解する人がみられるこ とは， 表現活動としての共通点があるから
であろう。スポーツにおいても表現力，創造力は確かに身につくと考えられるが，それは
自由なものではなく，ある一つの目的のための手段の中で育っていく もので，限り ない表
現力，創造力とはならなし＇ o リズムについてもダンスとスポーツは似ている。 R・L・マ
レイも「 スポーツとダンスの動きは， 共通したリ ズムの要素を持っている。水泳 ・スケー
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表2 保健体育科1年目学生に対する小・ 中・高時代のタンス授業経験について
小学校時代 中学校時代 局校時代
体育 養護 体育 養護 体育 養護
コー ス コー ス コース コース コース コー ス
79名 97名 79名 97名 79名 97名
N % N % N % N % N % N % 
1タンス授業の経験があるか。｛ァ．ある 66 83 5 68 70. 1 75 94. 9 90 92. 8 69 87. 3 75 77. 3 
イ．ない 13 16. 5 29 29. 9 4 5 1 7 7. 2 10 12 7 22 22 7 
2その内容について ア フォークタンスだけ 68 86. 1 65 67. 0 40 50. 6 42 43. 3 21 26. 6 29 29. 9 
（重答） イ フォークダンスと自由表現 21 35 24 25 
ウ 自由表現のみ 3 3. 8 1 1 0 4 5. 1 4 4. 1 6 7.6 7 7. 2 
工作品づく り 8 10. 1 3 3. 1 24 30. 4 32 33. 0 49 62. 0 38 39. 2 
オ わからない
3作品をつくった人ア 音楽を与えられそれにふり 6 75. 0 2 6. 7 19 79. 2 21 65. 6 17 34. 7 23 60. 5 
をつけた
イ お話にふりをつけた
ウ 作品のっくり方を習い音も 2 25. 0 1 33. 3 5 20. 8 11 34. 4 32 65 3 15 39. 5 
っけた
4作品のーをくわしく 習｜ア習った 2 8. 3 6 18. 8 29 59. 2 13 34. 2 
ったか イ習わない 17 70. 8 20 62. 5 18 36. 7 23 60. 5 
ウ わからない 5 20. 8 6 18. 8 2 4. 1 2 5. 3 
5作品一…っt:b｛ァー 5 18 56. 3 29. 59. 2 20 52. 6 
イ たのしくない 18 75.0 11 34. 4 17 34. 7 14 36. 8 
ウ わからない 1 4. 2 3 9. 4 3 6. 1 4 10. 5 
表3 ダノス授業の好嫌とその理由
体育コース 養護コース
79名 97名
項 目 人数と割合 N % N % 
タンス授業は好きですか ア好き 14 17. 7 23 23. 7 
イ 嫌らし、 17 21. 5 23 23. 7 
ウ どちらでもない 48 60. 8 51 52. 6 
体育コース 養護コース
14名 23名
項 白 人数と割合 N % N % 
「好きjの理由 表現活動がすき 2 14 3 5 21. 7 
（重答） 鈍くてもできるので 2 8. 7 
おどるのがすき 1 7. 1 4 17. 4 
おもしろい 3 13. 4 
自由自在lζ動けるから 5 35. 7 4 
優雅なと乙ろ 4. 3 
創造できてたのしい 1 7. 1 4. 3 
個性が出てたのしい 4. 3 
力を合わせて作るから 2 14. 3 
音楽に合わせてたのしい 3 21. 4 
作品づくり 1 7. 1 
なんとなく 1 7. 1 
体育コース 養護コース
23名 17名
N % N % 
「嫌らい」の理由 グループでするのがし、や 3 13. 0 2 11. 8 
（重答） 創造力がないから 3 17. 6 
作品をつくること 4. 3 1 5. 9 
音楽にふりをつけるのが合わないから 2 1. 8 
決め られたおどりばかりだから 1 5. 9 
表現力が乏しい 6 26. 1 9 52. 9 
ふりがおぼえられない 1 5 9 
めんどう 4. 3 1 5. 9 
むずかしい 2 11. 8 
はずかしい 4. 3 4 23. 5 
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ト・トラック競技のようなスポーツの動きは，ダンスによく似た リズミ カルな連続を持っ
ており， 音楽に合せたグルー プスケーティングやシンクロナイズド ・スゥイミングでは，
リズム構造や動きのパターンの面でかなり群舞に類似している。 しかし個人やグループが
互に競いあうスポーツでは，リズミカ Jレな良い流れがとぎれたり不規則になったりする。
これは試合では，選手は自分の役割を果すためにその状況にもっと もふさわしいパタ ーン
の動きをする。 選手は他者に服従することは不可能であり，彼らにその状況が要求する一
連の動きのノマターンを実現できないようなリズミカルな構造を強いることは不可能である。」
と述べている。スポーツにおいて，リ ズム・創造性 ・表現性が育たないとはいえないが，
それをとり出して育てることはできなし九このことからすれば体育か芸術かの論になるが，
例え体育であ っても芸術科目であっても，人聞が自己の感情や思想を動きで表現していく
表現活動は全ての人が経験する権利がある。渡辺氏は「教育のメディアとしての舞踊は創
造性と表現力にある。しかもみずからの身体をそのための手段に駆使して，自己表現を行
なうと ころが他の表現活動とは異なっている。Jと述べているが，創造的な人聞を育成する
ことが教育の目標でもあり，乙の教材の特質を生かし全ての子ど もに与えねばならない。
10数時間の舞踊の時聞を経験しただけで自分自身に変化があったこと を感んずる学生が多
いということは，いかに毎日の生活に変化も刺激もなし、かとい うことの裏づけにも なろう。
物事に感動しな くなった現代人といわれるが，舞踊を通し想像力が豊かになったとか物の
見万に変化が出たという学生もある。教師の得手 ・不得手ではなく ，必要か否かを考えた
とき体育科の中ではなくてはな らない教材の一つである。プラト ンの述べるが如き，体操
と音楽の調和と均衡， 小林氏の述べる暖令両面的性格を体育科の中にとり入れるという 考
え方をスポーツと舞踊におきかえて考えれば，人間形成を目ざす体育においてはその両面
の特性を生かし暖令両面のよい指導が成されるべきである。
身体による表現活動であるダンスをいかに指導しやすくするか種々検討されて新指導要
領が出されたと考える。しかしそれだけで，今までやっていなかった教師がその活動にと
り組むとは考えられなL、。何故ならばどのように指導要領が変ろうとも ，指導者の研究の
姿勢が変らねば変りょうがないからである。ζ 乙で本学体育コースi乙対し， 実験的lζ行な
った二通りの舞踊の授業から作品づくりの結果を見て，指導法について検討したい。Aと
B I乙分け， Aは主として動きのリズムづくりと表現を多くとり入れ， Bは主として舞踊身
体育成法と動きを多く経験するという 2クラスに分けている。 1単位終了後に作品を発表
するが，作品の印象と しては，Aはよく 感じのある， 何かを表現しようと している様子が
みられ， Bは単lと運動を連続させた感じとなり，右の方向へ運動をするとかならず左の方
向に同じ運動をくりかえし， 次にまた新しい運動が出て来るということで一つの運動を発
展させたり，くりかえした り，空聞を運動によ り制覇することから残されていく 空間への
印象は全くなく ，動きも表現的でな く訴えるものがないので感じのある印象を与えない。
相互に作品を見終った時のAとBの感屈では， AはBI乙対し「体操的で動きがいろいろ変
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化しおもしろかった。」とし，BはAIζ対し 「何かを表現しようという ような感じがこ もっ
ていた。自分達のは舞踊ではないと思った。」ということであった。しかし，日頃はAは表
現的な運動ばかりでなかなか動きが出てこないし，恥かしいし，感情のこも った動きなの
で手をぬいてやれないので，Bのように曲に合わせていろいろな運動を したいという ζ と
であった。また Bは，曲lζ合わせて次々いろいろな運動を習う のでたのしかったという こ
とであった。学生は比較的踊るこ とはよろこぶようである。作品の長さについても Aは3
分位のものを作り， Bは l分位となり，聞がもてない Bは次々運動を続け，やることがな
くなったら終るという感じになる。また， 空間の広がりも Aは大き く使われ， Bははじめ
にいた位置をあまりはなれず， 最後にはそ乙へ戻って終るなど空間の移動が少ない。舞踊
は空間芸術であるといわれる如く，空間の広がりが少ないと訴える力が弱くなる。また，
即興についても ，Aは次々いろいろなリズムバターンの運動が出てきて，とまどうことな
く続けて動くが， Bは限られた動きのくりかえしに見え， 運動の発展が見られず度々とま
どいながら続ける。更に運動K制限を与え条件づきで運動をつくることを与えてみた。そ
の 1つは，自分の知ってる範囲のステ ップを 2種類以上，手ぶりをつけて聞にポーズを 2
つ入れてひとまとまりの連続した動きをつくる。Bはこのよう な運動経験は豊富であるに
もかかわらず， Aは短かい時間（ 5分 ）で割とリ ズミカルに運動をまと めるが， Bはなか
なかまとまらず，心地よい動きの リズムが出てこないので必然的な動きが伴ってこない。
従っ て動きも小さくはっきりしない動きでなんとか運動をつないで終ってしまう。主現的
な動きは出てこなくても Bの方は動きの種類をたくさん与えられ覚えているのであるから，
当然組み立てられるものと考えた。しかしこの組み立てる時に必要な感覚は，運動を数多
く知っているζ とではなく ，表現能力があるか，動きの リズムをと らえているかによって
いることがわかった。 文章を書くにおいても，言葉の数を知っていても表現する力がなけ
れば文章となってその言葉が生きてこないのと同じである。書かれた文章を美しく感情を
こめて読みあげることができ，きれいな文字で書き写すことができても，人の心をと らえ
るような文章を書くことについては全く違った感覚が必要である。文章表現のための感覚
を身につけるための指導があるように，動きによる表現についても，そのための感覚を育
てる方法があ るはずである。本に示された動きの模倣をしても ，いろいろ組み立てられた
舞踊身体育成法の種類のものを数多く練習しでも，それは見かけの動きの財産であ り，心
から出た動き， 考えて必然的に出た動きではないので， 作品をつくる時の直接的財産とは
ならない。しかし， 多くの資料を見て も， 舞踊するにあたり基本的な動きの繍習過程があ
り， 感情表現するにあたっても悲しいポーズ， うれしいポーズというような空間移動から
来る悲しみやうれしさではなく，ポーズだけであった りで，個々人から動きを引き出すこ
とへつながる単的な指導の手引がない。従って指導者自身がある程度のレベルまで勉強し
ないかぎり， AとBの例にみる差さえも見分けることができないのではないかと考える。
多く の授業はいろいろな種類のステップを した り，それに子ぶり をつけたり ，先生の即興
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模倣をしたり ，即制の動きを模倣したりして動きの財産を増して作品づくりに入っている
ようであるが，これではAとBtとみられるような差が出てくるわけで，児童・生徒にとっ
ては作品づくりが苦痛な作業となる。いきおい音楽にふりをつけることになってしまう。
それでも作品づくりの過程で指導者に多くの作品づくりの経験があれば適切なアドバイ ス
やヒントを与えることができるが，でき上った作品を手なおしするこ とができないと いう
多くの悩みを聞く。これは小学校においての音楽や絵を専門外の先生が指導する悩みに似
ている。体育におけるダンス教材は，他のスポーツ種目などにないような美的な運動の継
続， リズミカルな動き を強調し，新しい運動の発見ができればそれでよいのだろうか。作
品づくりにおいて，動きを皆で合わせるということ は，団体種目のような息の合わせ万よ
りまだこまかな呼吸合わせが必要である。それだけに心を一つにしなければな らない場面
がたくさん出てくる。他の場面では経験できないような団結力を呼吸を通して必要とする。
そんな中で養われる協調性を感じとらせたいが，そこまでまとま るには作品が相当に感じ
のこもった表現的えよものでなければならなし、。従ってよい作品をつくれるようでなければ
そのことを実感として学び得ない。そのことは指導者の手にかかっているといわねばなら
ない。また， できた作品をliK見せ合う ことが次の段階に進むにあた り大きなプラスとな
るようである。本学においては体育コ ースは舞台経験もさせ，作品も見る機会があるので
かなり舞踊作品を高めて踊る乙とができ ，人の作品をみること Kより 上達する乙とがよく
わかる。従って発表会終了後のア ンケー トでは，全員が舞踊のすばらし さを感じたと述べ
る。そして群舞を通して，皆の呼吸が合うよう になるという ことは皆でがんばろ うという
互の意欲が高まった時からであり，意見が合わない段階では呼吸がなかなか合わなかった
という ことにも気がつく 。この表現活動では，個人の感情が動きになって表われるので，
うわべだけの意見の統ーでは群と して云いたいことへつながらないために表現が弱くなっ
てしまう。そのことに気がつき出すと，学生達は話合いを度々するようになり，時には授
業の半分以上も話合いをしていることもある。ダンスの時聞に坐りこんで話合うのが長す
ぎると批判をうけるが，目的をもって話合うのはよい作品をつくるためにも必要である。
無駄な話合いをさせないためには，それまでの段階指導が大切であ り，また学年が低いほ
ど話合いの適切なアドバイスが必要である。次へ意欲がわき， すぐ立ち上って動けるよ う
なきっかけを作ってやることもアドバイスとして必要である。
新指導要領によると小学校低学年にダンスがなく なった。 3年生よ り表現運動として入
っている。今までダンス教材は低学年ほど指導しやすいとされ， 長ずるにつれて初めてや
るような場合は特にやりにくいと云われていた。低学年は指導者の指導法よりも その教材
をとりとげることが子どもたちにと って大切である。 R・L・マレイは，「子どもにとっ
てこれほど子どもと教師の目的がうまく協応される教育領域はなし、。ダンスの リズミ カル
な運動は子どもにと って基本的な本能的なものである。 ダンスの運動を探求するこ とは，
肉体的精神的挑戦であり， 運動の表現性を理解するこ とである。 子どもが他のものをよそ
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おい，ある考えを伝達する想像的な運動は， 子どもの世界に存在する事物に対する興味か
ら自然に作りだされる。それは言葉による叙述や伝達よりも 実に自然であ る。 他の人と動
くことは子どもたちに連得感と安心感を与える。」と述べているが， 新指導要領によれば低
学年では基本運動という形とな り，ダンスが入っていないので今まで以上にリズム運動に
ふれる機会がなくなることが予想される。模倣運動の中では，運動の範囲を拡大し，自由
でのびのびした表現連動やリズ ミカルな模倣運動を与える必要があるが，そのためには，
指導者が豊富な動きの財産をも っていなければならない。 3年生になり 入ってく る表現運
動が， 1 ・ 2年の時の積み重ねがなく 行なわれるとした ら，今まで以上にやりにく い教材
になってしまうのではないか。余程子どもたちが興味をもつような材料を揃えて授業に入
ることが必要となりそうだ。中学においても作品づくりをしなくて もよいということにな
り， 一見やりやすくなったよ うであるが目的がないようでなかなか追求しにくいと考えら
れる。 中途半端なような感じもあ り，ダンス教材の意とすると乙ろまで到達しないで終っ
てしまうということが果してよいのか疑問である。作品づくりによ る完成の喜びを味わう
ことなくしてダンスの指導の意義はあるか否か。結極，他の種目にない新しい運動の発見，
リズミカルな運動をつく る，fこのしく 踊るなどを経験するに止ま り， 1つの作品を踊るこ
とにより表現技術をたかめ，協力 ・責任などの精神を昂揚するなどは経験させることがで
きない。 R・L・マレイは「子ど もの教育におけるダンスの主要な価値は， 表わし，伝え，
そして楽しむために，子どもたら自身が踊りをつくる体験をもっ ζ とにある。それぞれの
個性や体験にもとづいて独特なものをつくりだす可能性を持っている。子どもたちのすべ
てが， 創作過程で生き生き と活動しなければならない。子ども たちにそのよう な活動をさ
せることができるのは，子どもたちを自由にしながら 自然に創作を進めていくような指導
をする教師である。」と述べているが，子ど もたちの可能性だけはひき出したいと考える。
また G・マーフィー は，「創造の欲求は誰でもが持っているものであり ，生活や体験から
得た新鮮な感覚や子ども たら自身の自由な担像にもとづいた独自の表現方法を，誰でもが
持っていると いうことである。運動課題の達成や熟練が健康な筋肉の働きによ ってなされ
るように，独創的なアイディアは健康で活発な精神的生活から生れてくるものである。jと
し，ダンス創作の価値を述べている。ダンスは，作品づくりに向ってし、く指導過程が大切
で，よい作品をつく らせるためには指導過程がよく検討されていなければならなし、。作品
をつくらなくてもよいとなれば， 指導過程は作品づくりへの方向性をも たなくても， 感じ
のある動きのまとめ方を感じとり ，いわゆる フレーズづくりの経験を させればよいこと に
なる。それだけでは物事を深く 見つめ感じとり，動きにおきかえていく表現力や創造力，
空間感などの養成が十分成きれないのではないか。また，群舞ーなどの作品づくりの中でっ
ちかわれる協調性，責任感なども感じ とらせることができなし、。指導者がこのことにより
やりやすくなり ，多くの子ども達に経験させるようになるならばよいが？指導要領が変っ
たとしても ，授業がすすめやすくなったといえないのではないか。 「感じを伴わない動き
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が自信を持って動けるようにな りかけたら，しだし、に感じのある動き ができたり ，つくれ
たりするように導く 。この学習からがダンスの基礎的な学習といえる。」と水谷氏が述べて
いるが，たとえその動きが創造的で表現的であっても ，単lとリズミ カルlと動くという ζ と
は踊ることであったとしても作品を踊ることにはならない。作品は統一の要素があり，形
式があり，ある長さのひとまとまりのものである。水谷氏は 「低学年はその連続がふたつ
の部分から でき上っているにすぎないこともある。 しかし，ひとつめの部分からふたつめ
の部分への変化が多様性にとんでいるなら初歩的形式が整っている 」という。 R・L・マ
レイが「形式というものは，動きづくり，即興，リズミカ Jレな運動，乙れらと作品を区別
する基本的な要素である。低学年の子どもたちのダンスでは，踊ることとダンス作品の境
界は明らかではなく，そのこともあまりとらわれるべきではなLυ しかし，教師や高学年
の子どもたちは，もしも目的と用語が明確にされるなら，踊ることと作品の相違を明確に
把握しなければならない。Jと述べるように作品づくりと踊ることは相違があり，指導過程
においても万法が異なるはずである。人々が作品をつくるには自分自身と動きまわる空闘
が必要であるが， R・L・ マレイは， 「ダンス作品は動きによって作られる。目的・意図
が動きの中核になッていなければならなl'a そしてさら にそのアイディアやテーマは動き
をひき出す可能性を潜在的に持っていなければな らなし、。豊かな想像力を持っていない人
は，動きが持っている表現の可能性をつかむことができなし、。子どもたちはしばしば，多
くの大人が拒否してしまう題材から合理的な動きの可能性を見つける。」と述べているが，
この教材をと りあげることによ り，子どもの方から学ぶことが多いものである。ダンスを
つくるということは組み立て，編成していく作業である。その聞に指導者の指示があま り
に強く成されるとその影響を受け，かえって子どもたちの創意工夫をまげることにも なり
かねない。だからといっていきな り創作を与えられで もよりど乙 ろもなく作る乙とが困難
となる。
学校で行われているダンスには，ダンス創作や創造的運動体験が欠けている場合がある。
これは教師の果す役割が難しいためであろうと， R ・ L・マレイが述べている。更に，ダ
ンス活動を通し，（1) 自分自身を表現するという機会をもつこと。それは集団とのつなが
りの中で自分を深めながら行われる。（2) 表現の媒体として自らの身体を用いながら，運
動課題を解快していくということである。これは身体的能力とともに，知的な能力や想像
力をひき出す。（3) グループのひとりひとりがグループ全体の活動に影響を与えるという
夕、ループ創作を通して，社会的な相E作用を体験するという乙とであり ，創作ダンスの学
習内容にはこのような面を育てる機会が非常に多いとしている。従って，ダンスは作品づ
くりまで深めることにより，よ り多くの効果をみるこ とができるものと考える。
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と め
指導要領が改訂された。しかし， 当然とり上げられねばならないダンス教材が，あま り
行なわれていないことの現状が急に変ることは考えられなL、。作品をつく らなくてもよい
という万向になったといって も，その指導過程で手のかかる ζ とは変りないからである。
自由な表現活動であるからパタ ーンがないので，入り方もわからなかったり，授業の段階
で方向性がわからなくなったり，子どもの作ったものを手なおしできなかったり，音をつ
けるにも適切な音を選べなかったりなど困難が多く，指導法lζ共通のパターンがないため
にむずかしい。従って他の種目よりも時聞をかけて研究しなければな らない。本学におけ
る体育コースと養護コースの授業の比較では， 養護コースの方がよく 感じのこもった表現
的な動きが出て，作品発表の段階でも表現技術はう まい。日頃よ りよく運動をし，体を動
かすこ とに馴れている体育コースの学生が，作品づくりになるとうま くすすまず運動する
ことと創造表現することの相異を感ずる。従って運動を数多 く知っている こと と考えを動
きで表わす乙ととは違うこと がわかる。乙の乙 とは， 体育コースをAとBK分け，表現技
術を学ぶ組と動きのいろいろを経験する組とした。 l単位終了後，運動のくみ立てをやっ
ても作品をつくって もAの方が優れ，Bはとまどい，fこだ運動を次々足していくよ うな作
品をつくり， 感じのある表現的な ものが出てこないことからも明らかである。51年と52年
の2年間続けて 1年目について実験してみたが， 同じような結果が出てAの指導法がよか
ったよう である。 新指導要領によ り，ある一定の長さの作品与をつくらなくてもよいことに
なったわけであるが，指導過程がうま くいけば感じのあるひとまとまりの動きがうまくで
きkり，当然自然にそれがある長さを要求するようになり作品につながっていくと考えら
れる。 それが中学生ともなれば，その年令にふさわしい長さのま とまりを もって作品がで
きていくと考え られる。従って もっと も大切なのはその指導過程であり， 指導方法である。
指導方法さえうまく いけば自然に作品づくりへ容易に入る乙とができ，数の中にはよいも
のが生まれ，それを互が鑑賞し合うことにより更によいものへと発展し，興味がわく と共
に創作意欲も増してくるようになる。動きをひき出すための指導が大切であ り， 動きを与
える指導だけではいけない。動きをひき出す指導のためには， 指導者は作品づくり の経験
をし， 多くの作品を見，自分自身の肉体をも って動きの表現ができ るようにある程度鍛え
ていく必要がある。表現力に欠けた指導者からはよい動きの表現をひき出す力はうまれな
い。 表現とはいかなるものであるかについて松本氏は，「 表現は要素のあつま りではなく，
全体があって，全体の分脈にそって部分が位置づけられ態勢イじされていることを示し，部
分は全体構造に支配されるものとして とらえ られなければならなL、。表現のための技能は，
ぬき出された一部分の技能を習熟し，練磨しでも，それは単なる部分的な技能の向kにと
どまり，全体の統一の中lζ態勢化された分脈にそ った部分とはな りがたく ，いわば表現と
は遠い別個の技能とな ってしまいやすい。表現のための基礎は， 表現lζ最も近い統一ある
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全体性としてとらえられなければならない。学校ダンスは，伝統的な慣習としてステップ
の練習即基礎練習とされている傾向は少なくなかった。また，舞踊家のシステムを学んで
それを活用する傾向についてみても，身体的な練習，空間的練習，とドリルの段階を明瞭
にとり， 表現の全体性を有意と認めて，そ こから練習体系を導こうとする立場には発展し
ない。」とし，これまでの指導法では表現力巻高めることができないとしている。しかし現
段階では，舞踊家の養成過程の部分的なものを基礎としたり，いまだにステップを練磨し
たり，自由表現であるから基礎を必要としないとし，いきなり作品づくりに入り子どもた
ちに苦痛なダンスになったりであるが，表現活動をよい万向へ導ぴく過程lとはない。松本
氏は， 「型の修得としてステップを技法として覚える以前K，あらゆる感情をその欲求に
適応する動きで表わしながら，秩序だてていくものが根底的な態度でなければ生きた言葉
は生れなし、。それは幾種かの型の修得ではなく，あらゆる表現欲求にそう適応性の増大と
してとらえられなければなら伝い。Jと述べており，表現的な活動をすすめるためにはその
ための指導法を考えねばならない。
体育の指導者は，男女を問わずスポーツ種目に片寄ることなく， リズム運動と表現運動
を研究する義務があると考える。運動についての諸要素を学びとりはじめて 3 全人教育と
しての体育の指導者と成りうるものと考える。運動の組み立てならば舞踊の指導を受けな
くても作ることができ，自分の体で動ける範囲の運動しか使わないがおもしろいものをつ
くる。体操やスポー川音楽・図画工作など美術関係のものから，あるいは日常の生活か
ら，あるいは文章表現から，その他諸々のものから人間として学び得た創造にかかわる技
術が作ることを助けてくれるようである。しかし，舞踊的作品はそのための指導がなされ
ねば作ることができない。従って，動きの言葉とえよる財産や材料をたくさん与えることも
勿論よいが，時聞が足りない場合は身体訓練よりも ，考えていることをし、かにうまく動き
で表現することができるかの指導に時間をかけた万がよい。興味がなければ考えているこ
とを意欲的に動きに移していくことができず，意欲的でない動きはそこに生命を感じさせ
ず，考えていることを表現する ことはできなし九指導力がないと動きを教えていく方が楽
になり，その方l乙力を入れていってしまう。しかし，それでは作品へとつながっていかな
いし，感じのある動きも生まれなし、。作品をつくるため，あるいは感じを出すための指導
過程と，ダンスのたのしさを教えるための指導過程は異なるものである。動きだけの指導
を受けていると，運動はいろいろ出てきても，考えていいたいことを写せる動きを発見す
ることがむずかしく，感じのある動きは出てこないし，作ることの指導を受けていると頭
の中でのイメージを動きに写すときに必要な，いろいろな運動のリズムをっくり出すこと
が可能であるようだ。動きを指導する時に，表現的な動き与を指導すれば少しは違ってくる。
ダンス指導過程においては，常に表現lζ力を入れ，知識をもたせることの指導も必要であ
る。松本氏が述べる如く「人間として共通の思考や，知覚の働きもあり，現代lζ生きる人
間として，共通な現代的な感情も流れている。律動的な起状が激しく急激になると，私た
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ちは興奮し，重く緩やかにはこぼれるときは沈静になる。また滑らかでゆるやかな連続は
感情的に甘く，断続的な速い連続は，乾いた感情をよびさます。」従って知的理解も含め活
動を容易にし，時には既成作品を通して表現技術や構成を学ぶこともよいのではないか。
また， 「表現に とって，感じることが第ーであるのはいうまでもない。練習はとかく，感
情を重視しない動きの追求にひかいがちであるけれども ，豊かな感情や感受性を培うこ と
をおいて，表現の練習は成りたたない。」と松本氏も述べるが如く，感情を重視した指導も
併せて考えねばならない。今後は舞踊の指導方法を分析し，その指導案をも って小 ・中学
生に指導することにより効果的指導法を研究し，検討していきたい。
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